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特特 集集   NN PP OO 法法 人人 新新 座座 子子 育育 てて ネネ ッッ トト ワワ ーー クク にに 訪訪 問問   
 

３ 月 26 日 （ 土 ） に 、 か る が も ・ ね っ と が 今 後 つ く ば 市 で ど の よ う な ネ ッ ト ワ ー ク を つ

く っ て い く こ と が で き る の か を 考 え て い く た め に 、 他 市 で 先 進 的 に 活 動 し て い る NPO 法

人 新 座 子 育 て ネ ッ ト ワ ー ク を 訪 問 し 、 代 表 の 坂 本 純 子 さ ん に お 話 を 伺 い ま し た 。  

 訪 問 す る 前 に 、 世 話 人 会 か ら 、 ① 子 育 て サ ポ ー タ ー 養 成 と 子 育 て サ ポ ー タ ー の 登 録 制 に

つ い て 、② 市 や 企 業 と ど の よ う な 連 携・協 力 を つ く っ て き た の か 、③ 市 内 に あ る 他 団 体（ 特

に 子 育 て サ ー ク ル ） と ど の よ う 関 係 を つ く っ て い る の か 、 ④ ど の よ う な 運 営 の 仕 方 を し て

い る の か 、 の ４ 点 に つ い て 伺 い た い と 知 ら せ て あ り ま し た 。 当 日 は 、 こ の ４ 点 に 関 し て 、

ま ず 、 坂 本 さ ん か ら お 話 を 伺 い 、 そ の 後 自 由 に 参 加 者 が 質 問 し て い き ま し た 。 こ こ で は 、

主 に ① か ら ③ に 関 す る 坂 本 さ ん の お 話 を 紹 介 し て い く こ と に し ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NPO 法人新座子育てネットワークの概要  
★発足の経緯★  

 1999 年９月に、新座子育てネットワーク（以下、新座と表します。）が発足して

います。子育てサークルを卒業するにあたって、これまで活動の中で感じてきた様々

な課題を広く捉えたいと思い、コミュニティセンターの社会教育指導員に相談した

ところ、「サークルサミット」を開催しないかと提案されました。この「サミット」

をきっかけに、手遊び講習会を開くことになり、これが新座子育てネットワークの

発足になりました。ちなみに、この手遊び講習会は、現在月１回実施している「子

育てサロン」の原型です。なお、 2003 年 11 月にＮＰＯ法人を取得しています。  

＊ )子育てサロンとは？：親子の居場所、出会いの場、学びの場、情報交流の場として、市内

４カ所で毎月１回開催しています。つくば市で言えば、公民館や児童館で行っている「子育て

休憩室」や「こじゅけい」の様な感じです。ノン・プログラム形式で、子育てサポーター６～

８名程度によるチーム運営で行われています。  

☆団体の目的☆ 

地域の子育て中の家族とそれを支援する地域住民や関係機関、そして社会に対して、

子育て・子育ち環境の向上に資する活動を幅広く行い、社会全体の子育て・家庭教育

支援の充実および次世代育成に寄与することを、事業の目的とする。 

★どんな事業をしているの★ 

子育てサポーターの養成／子育てサロン／ステップサロン（２歳前後の用事と親対象の

プラグラム）／お母さんのはぁとタイム（軽度の育児不安を抱える親のための語りの場）

／子育て支援センター運営委託「るーえん」／ミニ子育て支援センター運営委託「セサ

ミ」／保育支援（講座や子育てサークル活動の際に、子どもの保育を支援）／育児学級

へのプログラム提供／新座っ子ぱわーあっぷくらぶ「地球クラブ」（子どもの居場所づ

くり事業の一環として、学童向け土曜日開催クラブ）／お母さんの手作り教室／「子育

て情報誌」講座の実施／「ネットワーク通信」の発行など・・。 

＊詳しい内容は、新座のホームページをご覧ください（活動記録もありました）。 
HP:homepage2.nifty.com/niiza_net/ 



１ ． 子 育 て サ ポ ー タ ー 養 成 と サ ポ ー タ ー の 登 録 制  

 子育てサポーターは、子育てサロンや子育て支援センターなどで、子育て中の親の身近な相

談相手として、気軽に相談に応じ、きめ細かいアドバイスを行うなどの活動をしています。ま

た、保育支援として、家庭教育学級や託児付き講座、他サークルの活動などに派遣され、子ど

もの保育を行うこともあります。この子育てサポーターになるにあたって、子育てサポーター

養成講座全 10 回を受講してもらう必要があります。  
子育てサポーターの養成は、教育委員会生涯学習課から子育て支援ネットワーク事業として

人材育成に予算がつくので、やらないかと持ちかけられてのことです。そのため、2000 年に、

市と一緒に企画から行っていきました。また、プログラムの内容に関しては、地元の大学の先

生にも協力してもらいました。初年度は、 50 名程度が参加しました。現在は、 20 名程度の参

加者がいます。内容は、今日の子育て状況に関する講義、保育の技術、子育て中の親への対応

の仕方、救急処置、子育て支援の関係機関の紹介、子育てサポーターの活動の紹介、実習など

です。この講座を受けた人の７割程度が、新座子育てネットワークのサポーター登録制に登録

して、活動しています。現在、子育てサポーター養成講座は、委託や共催ではなく、新座が単

独で行っています。  
講座を受けたといっても、サポーターの仕事は、現場で活動しながら覚えてもらうことが多

いです。毎回の活動の後にふり返りを行い、その結果を運営委員会で報告してもらっています。

サポーターになってしばらくの間は、指導的な立場のメンバーがその人を集中的にフォローし

ています。また、サポーターが活動を続けていく中で、ステップアップできるように、講習会

を開いたり、他のサロンをお互いに見学しあうことを通じて、自分の課題を考えてもらったり

というようなこともしています。  
 登録をすませたサポーターは、子育てサロンの活動、外部からの依頼による保育支援などに

関わってもらっています。現在、サポーター登録している人は、 50 名です。サポーターの活

動は、グループで行うことが多いです。例えば、子育てサロンでは、それぞれの施設ごとにチ

ームを組み、企画・運営にあたっています。新規で関わるサポーターは、登録後に、子育てサ

ロンなどを一通り見学し、やりたいチームに加わってもらっています。外部からの依頼される

仕事などでは、コーディネーターが間に入り、内容に適したサポーターにお願いしています。 

２ ． 市 と の 連 携  

 これまでに、新座では、教育委員会生涯学習課や子育て支援課と協働してきています。現在、

市からの委託事業は、保育園の２階で実施している地域子育て支援センターと一時保育の事業

（「るーえん」）、児童センターで実施しているミニ子育て支援センター（「セサミ」）、広場事業

（「子育てサロン」）などがあります。それ以外には、保健センターや保育所で行われる育児学

級に行くことがあったり、反対に、各子育てサロンに年１回地区保健師さんに来て頂くことが

あったりします。また、子育てサロンに関しては、様々な主催（NPO 法人新座子育てネット

ワーク、生涯学習課、子育て支援課）が実施していますが、利用者側の立場を考え、主催者の

違いに関わらず、すべてをまとめて、ひとつのチラシで広報するという工夫をしています。  
市から予算をいただいてやっているものは、既に団体でやっていることに、後からお金がつ

いてきたものが多いです。例えば、子育てサポーター養成講座や子育て情報誌の冊子づくりな

ど、行政と企画から協働でやったもののいくつかは、はじめは０資金だったものもあります。

そのうち、市の方で、どこからか資金を探して、持ってきてくれることがあります。  
基本的にお金が無くても、必要だと思うものはどんどんやっていきます。自分たちがやって

みて、やっぱり必要とされていると感じたものに関しては、大学の先生の知恵を借りつつ、市

に働きかけをしていっています。ただ、新座市の行政は早くから市民参加型でやるという気風

があったようで、協働していくことがやりやすいようです。  

３ ． 市 内 の 他 団 体 と の 連 携  

 はじめは、子育てサークルの団体単位で参加してもらうことを考えていました。ただ、実際

にやってみると、子育てサークルでは、メンバー全員の合意を得るのが難しいため、サークル

ごとに参加する仕組みをとると、参加が事実上困難になるということがあるようです。そのた

め、個人で参加したいという申し込みが多く、すぐに、個人参加を中心になりました。 



 こうしたこともあり、現在、子育てサークルをつなげるという役割は担っていません。託児

の支援など、サークル支援を行っています。また、子育てサロンやステップサロンに来ている

人たちに、サークルづくりを紹介しています。やってみたいという人が出てきたら、実際に動

き出すまで支援をしています。 

♪ ♪ 参 加 者 の 感 想 ♪ ♪  

NPO 法人新座子育てネットワークは、同じ「ネットワーク」とはいえ、「かるがも・ねっと」

のように、既につくば市内で子育て支援に関わっている様々な機関・団体・ボランティアのつ

ながりからできているのとは違います。こうした違いがみられましたが、ネットとして参考に

なる点や、参加者それぞれの活動にとって参考になる点が多々あったようです。下記に、今回

参加したメンバーの感想の一部を掲載します。  

●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○  

☆当事者を中心に据えて、と説明されていました

が、今子育て真っ最中の人達の声を上手に拾い、

能力を生かして、事業を展開するしくみをもっ

たＮＰＯだと思いました。その点で学ぶものが

ありました。「支援する人とされる人」ではな

く、子育て真っ最中の人たちと一緒に考えてい

く仕組みを、かるがもにも取り入れていけたら

いいなと思いました。  

☆彼女たちの活動の仕方の中で、自分たちの活動

に参考にしていけると思ったポイント。子育て

サポーターの養成を、自らの手で企画実施した

こと。そこをベースとし、ストレートに本当に

必要な活動を組み立てることができた。お母さ

んたちへの働きかけ、発信の継続性、自らのな

かで活動を生み、循環させていく仕組みを作っ

ていたこと。必要な活動をしていく中でネット

ワークができてきたこと。  

☆・子育てサポーター養成講座を開いても、活動

の受け皿がなければ意味がない。・新人スタッ

フは、１年間くらいじっくりフォローしてい

る。・活動、事業の振り返りを丁寧にするよう

にしている。・支援センターを受託し、就労先

（常勤、非常勤）の確保ができた。「私もいつ

か働きたい」と思っているスタッフの励みにな

っている様子。  

☆保育サポーターを養成する講座を定期的に、生

涯学習課で開催してもらっている点はすばら

しいと思いました。サポーター養成講座を開い

ても、活動の受け皿がなければ意味がないので、

講座終了後、すぐに社協のボランティア登録を

おこない、実際に子育て支援の現場でボランテ

ィアをする場も整っている、というのは見習い

たいシステムですね。  
  全体的な感想として、このような視察はやは

り自分の目で他自治体の施策を知り、学べるの

でとても有益だと思いました。交流にも役に立

ちますね。  

☆つくばで取り入れてみたいこと。スキルアップ

するための講座を受けたいが、独自に一からは

じめるのは時間がかかるので社協に協力して

もらい、今社協でやっている子育てサポーター

になるための講座を受けられるようにすれば

可能になるかも。新座の坂本さんの「やってみ

たいことがあったら、どうすればできるだろ

う」とか「行きづまりそうになったら、どこが

まずかったのか」とか、パワーだけでなく、行

動力とかもとても参考になりました。  
 
 

 
 
 
 
 
 

 

★★★新座訪問のスケジュール★★★ 

参 加 者 ：当日は、地域子育て支援センター２名、児童館・公民館関係者２名、主任

児童委員２名、民間団体・グループ・ボランティア７名、大学関係者４名の計 17 名

が参加しまた。  

当 日 の ス ケ ジ ュ ー ル ： 10 時に桜庁舎前に集合し、つくば市の福祉バスで、訪問先で

ある新座へ。12 時頃に到着し、会場近くで昼食。13 時半から１時間半ほど、代表の

坂本純子さんにお話を伺う。15 時半頃 バスでつくば市へ。17 時に桜庁舎着。この

後、４月以降の「かるがも・ねっと」の活動に関して短い時間話し合いました。  



 

 

 

 

 

発行：つくば市子育て支援ネットワーク か る が も ・ ね っ と（設立準備委員会）  
「かるがも・ねっと」は、つくば市にある子育て支援に関わる機関・団体・サークル、ボランティアのネット

ワークでつくられています。  

発行日： 2005 年３月５日     編集：渡辺恵  
問い合せ先：edu_socio@yahoo.co.jp／FAX：029－ 853－ 4829（筑波大学教育社会学研究室）

♡ ♡お 知 ら せ ♡ ♡  

① 学 習 会 と ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の ミ ー テ ィ ン グ を 交 互 に 開 催 予 定 。  

 ３ 月 26 日 の 新 座 訪 問 の 際 に 、か る が も ・ ね っ と の ４ 月 か ら の 運 営 に 関 し

て 、 短 い 時 間 で す が 、 話 し 合 い ま し た 。 そ の 際 、 現 在 毎 月 １ 回 行 わ れ て い

る 学 習 会 を 隔 月 に １ 回 に し て い く こ と が 検 討 さ れ ま し た 。 そ れ と 同 時 に 、

か る が も ・ ね っ と が 、 そ こ に 関 わ っ て い る 機 関 ・ 団 体 ・ 個 人 を よ り サ ポ ー

ト し て い け る よ う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク と し て の 活 動 を 考 え て い く ミ ー テ ィ ン

グ を 隔 月 に １ 回 開 い て い く こ と が 提 案 さ れ ま し た 。 そ こ で 、 学 習 会 と ミ ー

テ ィ ン グ を 交 互 に 開 催 し て い く 方 向 で 検 討 し て い ま す 。詳 細 は 、４ 月 1 8 日

（ 月 ） の 話 し 合 い に て 、 決 め て い く こ と に な り ま す 。  

 ② 「（ 仮 ） か る が も ミ ー テ ィ ン グ 」。  

 今回特集をしたＮＰＯ法人新座子育てネットワーク訪問に関する報告会を、参加者

の感想を交えながら行います。その後、2005 年度に、「かるがも・ねっと」として何

を行っていくのか、今年度の活動に関する話し合いを行います。ご参加ください。 

日 時 ： ４ 月 18 日 （ 月 ） １ ３ ： ３ ０ ～ １ ６ ： ０ ０  

場 所 ： 桜 庁 舎 第 １ 会 議 室  

③ ニ ュ ー ス ・ レ タ ー 発 行 も 隔 月 １ 回 に 。  

ニ ュ ー ス ・ レ タ ー は 、 こ れ ま で 学 習 会 終 了 後 、 学 習 会 の 内 容 を 伝 え る こ と

を 目 的 と し て 発 行 し て き ま し た 。 学 習 会 が 隔 月 に な る こ と に 伴 い 、 こ れ ま で

の 毎 月 発 行 か ら 隔 月 発 行 に 変 更 さ せ て 頂 き ま す 。 隔 月 に な る こ と に 伴 い 、 ニ

ュ ー ス ・ レ タ ー の 内 容 を 充 実 し て い く こ と が で き る よ う に 、 務 め て い き た い

と 思 い ま す 。ニ ュ ー ス ・ レ タ ー に 関 す る ご 意 見 ・ ご 感 想 な ど が あ り ま し た ら 、

下 記 ま で ぜ ひ お 寄 せ く だ さ い 。（編集担当より）  

問い合せ先：FAX 029－853－4829／メール edu_socio@yahoo.co.jp 

 

④ 募 集 ！ ！  

☆  子育て支援に関するイベントや情報などを募集しています。 

ニュース・レターは偶数月７日頃に発行する予定です。それにあわせて、イベントの

情報（タイトル、内容、開催日時、場所、問い合わせ先）をお知らせください。 

＊  奇数月の 30 日までに下記のお問い合わせ先までご連絡ください。 

☆  ニュース・レターに使用するイラストを募集しています！ 

「花、家、子ども、親子、動物、飾り、季節もの」などのイラストを募集します。 

問い合せ先：FAX 029－853－4829／メール edu_socio@yahoo.co.jp 

（筑波大学教育社会学研究室）  


